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舌,Sに非ちぎること云ふを除たT･ 而 して1小針こ於ける使用舵怨に於ては不沈法文舶 t源に下

tltとして球さるし如き特別の齢 を除きl葺く貯蔽せ らるる如きこと殆んどなく,従って祝在各
叔達者に於て行ひJJ:る収由方法にて文相たきも冬季:朴53Zの促を咲 く地方に放て1▲故以上の併殺

を飴依なくせ らるる他方に於ては絹ノ)製itに牧的するを可とナ 但し製卦 !.の飢鵜は本邦の如

き褐虻多き所に放てPまLGJAuとして妊泊'i!rAllこて作三繁すべきものと恩frtナ

佃は説収に於て 三トロクーL)セ1)ンの嫌手1.を防ぐたかこエトL]〆1)コ-ル を1恭加して不枕7).

は手書准功とダイナ｢･イト傭川せられJl:るbf'L.Tは屯しき射 也に於てはノミだ全く独幸1.のJ炎な しとせ

す,斯 くの如き槻合に於ては外界の泌止削る任きを以てこトーク'l)セリ/をili入せざる柵'女雌

兼を使Jllすることは鼓も通常にしてWrくの如き場合に少 くも秋也-JT:T石火熊穀地所に於て朱超し

居れる如き舶 -JJ一故と牧南方法を以てすれば安班 の酔快上郡カーの懸缶たしと掛 Jす それニ

トt:2'1)-i:t)ンを含桶するが故に3枚qrk:強襲顔を以て三 日,タ'1)七･1)ンを含まざる柵安雌

に比して生●企拡大たりとなすの談まれることは打た郡S同相ir.節 目 fiに放ては兼牧神に純す

る所見と呈なして政に官印Llせるを以て伸び掩退することをi蛙くべし.tnLqlA'ダイナ<･イト紐を

使用する必嬰ある粧矧 こ放ては1赦.;,1,たる]耽硝安菜.T.軟純毛節,特唖哉Y媒染,l戟机-fi貨

乗,1吸音mk臓 を使JflすべきことJi滋ふを1矢たぎ,-JたJ)

現 用 炭 破 爆 葵 の 趨 勢

小 Iql 1.:

1･ 規 用 炭 碗 埠 垂 の 概 要

昭和 ユ3年 L月 1[Ⅰ現TLL:に放ける淡恥 tJは集の斜迭_1-甥は陛Jlこ盟兵峨火1_磯Zrl千舟汲tJ:'j:描

大典酸iLt所,Il*火砕料連珠式台it仲秋伸度研,n*lFh批r-曳株1亡命離武虚二E~札 rl*親lR火
難株式骨か題m火鞘二LA域,確野カー1)I/l株式昏pttilrLケ解二l-噛及び軸部対米火躯rI式合it舛
南ユニ甥なり

今伸 也に於けろ各浪速工場の抜兼を鍵 ぐれは別炎の如 L

新頒類を教ゴ▲け る以外に得前のは集に於てもJCの47.隅の)>を輔放し成分を改甥せ る もの あ
り 又IXの名晴に放ても各命舵従兼の仰臥 或はEl食敢のみのp-見に進き淡味は弟とLて現状
に州せざるEl.恋の4T.肺を附し.戌は監付 ●i艇の相承に上りてdfに紛れあき41純を附 し米銀の上
に一府類推をdiぬる状掛 こして,Wrくの如きはダ1らく手足 すべきものと児仰せらる

されば4!,捕似iDuLyeJ)とて同駅にあらざると兆に名柄を抑 こするもの必すLも雅雄なりとな
し捲きことあ1),必ず'H1.-に炎の4:JI乱 lR分及び必並二r'韻を錦L'L.･る琳肝重たbとす

2.規用炭凍用爆薬の安全度に託 て

近 く箕施せらるべき桧定訳段淡をZlはとし,比の趨hIに令賂すべきもの (100g以上 不･Jl火

のもの)と不合格.汁.1こコ別し,令札j.I,に就きては丈に充分の丈余庇を有するもの く(;tJOg以上

不,Jl火のもの)比較的箕生皮放きもの (ョoo-100g不rJl火のもの)に砿/JyL前潜 をL軌 hl.後者



LIO 火 -& 略 や 艶 爪 Fq杜

を2払 汀rとL,不食胤rI'は之を穀ghhl'上せるが各斜並骨靴に於ても比の政則に刺放され滞攻親

外品は2級lTTlに,ll軌;.'.(ま1級pL.I,にと改良せらる｣に蒐)川 今井のユ例を示せば,従架⊥戟

甘梅ダイナマイト比較外品在りしも今次これを腔止し,従衆の2牧場恥を以て1枕甘栂ダイナ

マイトと改構吸貸すろことしなr),之が抑光としては比延の如 く 800gの桝蛤に附し1叔l打,と
しての岐排を'lT{したる択判官梅ダイナー!イ 71を以てし,之れを2耽官粘ダイナマイ トと弼する

に遷れ .).然るに*ダイナマイトはfr撤ダイナマイトと略.L''J成分を有するものたるを以て,氏

の就役yL柴より見る時は紅梅ダイナIVイ トも合銀1軌 .rl.としでの=A林をjt伯するものと包めら

る1に上りこれが 600g粕 を行ひたる結果,果して之亦1歓.FT,たるの戚校を示 したり

･次に糾叔官硝安ダイナマイ tイ耽 (古1ログ1)-L･1)ノ IT-'%)及び口戟(]3%')は釈放の拙県

1軌I.I.の戚iliを柑たるに上りEl奴を1奴宵硝安〆イナ｢･イ T.と肺L祉木のユ観官析i･ダイナマ
イ T･(i;I-tl〆1)セリン20,～/)は之を及止せ I) 以TuEjErl14年 L月 1rl硯在に放き話己過す

べし.

イ 1城梅印ダイナl･イ ト,チタI州圭ダイナマイ ト邦は従前と何等の策化なく軌JLも扱外u7'

なり

ロ 11観梅r･zJダイナマイト,チタ乙帖4'ィナマイ ト如 此の 2雄郡の畑雄性2歳.U.にして,

唯従来之埠と伺奴JE.I,たりし粥 L鮒 粘ダイナマイ11Jl駁止せられたl)

ハ チタ⊥軟彬ダイナマイT.,ユ班甘如ダイナマイ ト刺

すク 1汝瀬上ダイナマイ トは在非の姐の成分たるが JI}娩冶二桁ダイナマイトは昭iFla q'･ユ0
月ユElより1教官彬ダイナ｢･イ トと改構せり,従って従鰍 こ放ける2観官梅ダイナマイト

は不様類たるを以て念の鴻め附紀す 1小三之の桐粁r:rJ.非に 400g以上の不引火がを示 し

it級品に属す

二 iT:梅ダイナマイT-,2班満作iダイナI-･イト知 2班耳性4'ィナT･イ T.は昭和 10年 10

jjiR上り敬531されし新A.i.1[にして,11柏ダイナー.･イ トと絡 L同相の成分なり EJ)ち研石
はiJ:約タイウ-.･イ トより】96多く*粉及び滅粉に放て1,%'少きものなり 吐適の如 く束1

栂ダイナマイ トは t;00gの決投に附せぎりし鳩め碓氷2勉品に息した,)Lも,今次 2班甘

梅ダイナマイ りI.にL払 抗とZr..りたるものたり

ホ 2戟粘印ダイナマイ ト,チタ2牧瀬とダイナマイ ト 従来2枕許柑ダイナマイ トも比の部

に弟するものたりLが,今旧Lト.14'1)七･1)ンを ▲10% に減 じIL浦砂を減じたるため,叩

LhLil(子による雌ノJ紬 成打Itは Li'観相印ダイナ-(イ 11,チタ 21況fflダイナマイ 1よl)煉れ
l) fn'Lて執れも1畝品たり

へ ･1汝お印ダイナでイ T-

程前と同煙にして,吸蝿性韻をため放 り用ひられサ

ト 椀印珊安ダイナー.･イT,1-ク叩析fEダイナでイ ト克行
従准挑Er儲 軒ダイナマイ T-級のものI上北の外に】鮒 相互ダイナl･イT.ありたるも,Em卸

11年 10月 1El上J)1親風何奴ダイナー.･イ トはき トーZ2'1)七1)ン合有丑を 13% に減 じ

たるため*知より耽すること▲たれり

チ 硝安ダイナマイT1.1汝官硝安ダイナマイ トBl比のこ桝に局するものは,ニトtlタ'1)t･
1)ン 】5% を/Rむ榊A-ダイナでイ T･及び18%'を合L･1鮒 根強●ダイナマイ トの2凍たJ),

定礎は前者が 239(;'後部が 215b'にして阿波1校千に上る畑jJは 57'1)n1--及 594)lt" と
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1) チタ軸榊Li'ダイナマイト知

新しく仰解せるものにして,配合成分は暗く榊安ダイナマイ1ほ仰似たるもヂ三い,ナー/
タ1)ン11% を漆加せるを軸故とす 閑適板子釈放に於てlま5t'311Hllのl&税を'T.し,簸灸

腔に上る級別はコ稜とす

ヌ 特挑F･.JJ荊jL'ダイナ･Yイ T-,ヒ戟柵-安ダイナマイト,チタ乙爪ri-ダイナマイト,_'秋定qr

二をダイナマイトBl
特統帥爪立■ダイナマイト,lZ奴硝安ダイナマイ ト,チタ乙硝安ダイナマイトは執れもニト

E,g'1)セリンS,V と有す,2戟宮硝安ダイナマイトも従 架 ;1- グt)七1)ン 10% たり

し女真と延他と同様 8% に減するこ とiたれり,坑道紬 の手お兆は依然1鼓にして畑ノ)紘

tJ_unHl】を'T,'せり

JL･ 1軟硝安兼,1戟冊安臓 ,1牧甘硝安姓難,5奴机iR'集,特殊碑安衆
*Blに息するものは放れも1扱品にして,常食楚 20% を有し弓耶正般IT.机蛤の1皮相は.I'L7

HlLyJ重 t)041rllnたり

ヲ 0軟珊安難,7枚珊安兼,2城府安住象,2戟官招受煙集B1
7観珊弘雅は6軌冊安発の銀感朔たるH)ニ トtlトルA.1ルの代blこヂュトTLナフタ1)/

を併用したるものにして企BEの合有丑は何れも 】3/%'た)).2観爪炎は兼,空地首府安i早

瀬も蛇感榊としてヂきい･ナ7ク1)ンを用uL食甥は執れも159Ji･合イ】す 比の 1班は粂

伽2軌爪に風するものたJ)

ワ 2軟研Ii:稚

このものはlj扱.;,'.rこは厳しノ▲Llるも他の食規1057O'合有の研又i換難が IOOgに'Cijl火せる

がより籾止する畔紘絡雑 IOOgにて不引火なりとは休符たし推し

力 3戟榊父性帝,チタ3牧内Lb榛灘,3淡官硝安蜂巣新
木Blはま い7グ1)七1)ン4% Lrfを合有せしめたもo)にして之れが封池は*邦の如き湘

此花を厨に放てはmる臼#なること多し.何れもll美女品なり

ヨ チタJ軟冊媒体熊

チタ3軟蹄父は瀬は2故晶なるを以て之を1蔽..7.にせんとし新しく毅放せるi茎葉にして湘

WJ榊たる食5Eを従姉 125b'なりLを 16,%'に符hLlL,坑正統掛 こ附したるによく井n的を

話 し 600gにて 10Ltg不引火の戚杭を,VIA.Ll級品として昭fllLご年 1月より硬IAJするに

判れり.

タ 'A鎌カー1)γト

1払抗にて与紺 並之f戚餌は 555mm を.承せり




